
医療に係る安全管理のための指針 

 
医療法人鉄蕉会 亀田総合病院（以下、当院）は、質の高い安全な医療を提供することを

目的として、安全管理体制の強化を図るため、安全管理のための指針を策定しています。 

１． 医療安全に関する基本的考え方  

（１） 安全で質の高い医療を提供するために, 患者さまおよびそのご家族にも誠実な対応

をし, 事故防止に努め, 安心して医療が受けられるよう心がけます。 

（２） 発生した事故に関して, 原因分析を実施し再発防止策を構築して, さらにその実効

性と有効性を検証することを基本とします。 

２． 医療に係る安全管理の為の組織に関する基本方針 

当院の安全管理体制の確保及び推進のため、次に掲げる組織、人員等を配置し、別途規程に

定めています。 

（１） 医療安全管理委員会 

（２） 医療安全管理室 

（３） 医療安全管理者（セーフティマネージャー） 

（４） リスクマネージャー 

（５） 医薬品安全管理責任者 

（６） 医療機器安全管理責任者 

３． 報告に基づく医療に係る安全確保を目的とした改善方策に関する基本方針 

（１） 医療事故防止の具体的な要点を定める医療安全管理規程を作成し、必要に応じて修

正を行います。 

（２） 医療に係る安全管理の確保のために、患者に実害のない事例も含めて広く医療事故

報告を収集し、調査・分析に基づく改善策の策定およびその実施状況の評価を行な

います。 

（３） 収集された事例は、医療安全管理に資することができるようカテゴリー化し、医療

安全情報や職員用のサイトを利用して、フィードバックを行います。 

（４） 改善策が有効に機能しているか、チェック･評価し必要に応じて見直しを図るものと

します。 

４．医療に係る安全管理の為の職員研修に関する基本方針 

医療人として、広い視野で細やかなものの考え方の意識改革と安全管理意識の高揚なら

びに医療の質の向上を図るため、職員は安全管理教育･研修に年２回以上参加します。 

５．医療事故発生時の対応に関する基本方針 

（１） 第一に患者の救命と被害の拡大防止を最優先に考え行動します。 

（２） 直ちに上司に報告を行い、各部門の責任者は、病院⾧に報告すると同時に医療安全



管理室に報告します。 

（３） ご家族への連絡･説明は速やかに、事故の概要、回復措置、今後の見通しについて、

誠意をもって行います。 

（４） 事故の状況や説明内容、その時のご家族の反応は詳細に記録します。 

（５） 事故の状況は、経時記録を行い、事実のみを客観的にかつ正確に記録します。 

（６） 病院⾧は、必要に応じて警察あるいは医療事故調査・支援センター等の関係機関へ

の報告・対応を行います。 

（７） 重大な医療過誤が発生した場合は、現場当事者のみならず病院全体が組織として対

応します。 

６．患者等に関する当該指針の閲覧に関する基本方針 

本指針については、亀田総合病院のホームページに掲載するとともに、患者さま・ご家族

が、当該指針の閲覧を求めた場合には、これに応じます。 

７．患者家族からの相談に関する基本方針 

相談窓口等の担当者と連携して、医療安全対策に係わる患者･家族からの相談を把握し、

病院の機能改善を図ります。 

 

 

 

医療安全管理室 
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